
子どもたちが主体的に運営する防災キャンプ・参加者募集
　　〜子どもたちが避難所受け入れ職員となり、大人のみなさまを受け入れます〜

このプロジェクトを通して、いざというときに自分の身を自分で守れる子どもたち（自助）を育て
被災時子どもでも出来ること（共助）について考え、地域の防災に活かしていきます！

http://bit.ly/minicityplus
参加申し込み先
NPO 法人ミニシティ・プラス
minicityplus@gmail.com　045-306-9004 (tel&fax)

2015 年 10月 11日 10時～12日 14時
横浜市立大学キャンパス（金沢八景駅より徒歩５分）
横浜市金沢区瀬戸 22－2

こちらのサイトにも情報をアップしています。

場所　

参加希望者は、連絡先、名前、所属（あれば）、参加動機を明記の上、
メール、または電話にて申し込みください。
メール：minicityplus@gmail.com  電話 045-306-9004   定員あり先着順

今回の防災キャンプは、横浜市立大学教員地域貢献活動支援事業として、
横浜市立大学 石川永子研究室 , 金亜伊研究室、三輪律江研究室と連携して
行い、今後の「参加型防災プログラムの構築」に活かしていきます。

東北被災地研修ツアー

東北ツアー報告会

　よこはま市民防災憲章には「子どもたちの力も借りて、一緒に拠点運営を行います」「子どもたちに、
大地震から身を守るための知恵と技術、そして助け合うことの大切さを教えます」とうたわれています。
　地域で暮らすこどもたちは、いざというときに大人たちと力を合わせて「自助」「共助」の役割を果た
していくことができる力があるはず・・・。
　今年５月にNPO主催の東北大震災現地視察ツアーに出かけ、各地での子どもたちの活躍や役割がどう
だったかを体感してきた子どもたちに、横浜市立大学の防災まちづくりを専門とする教員が参加し、６
～９月まで、防災まちづくりや災害対応のワークショップを計４回実施してきました。その一環として、
今回はじめて宿泊を伴う防災キャンプを実施し、今まで得た知識や経験を活かして、実際の災害時直後
から数週間の避難所運営と復興まちづくり活動の模擬訓練を行い、子どもたちが災害時に担う役割やそ
の可能性についての実証実験とします。当日は、子どもたちが地域役員や行政担当者の役割を担い、主
体的に受け入れ側となり、一般市民役の大人のみなさんと避難所運営を行います。
　ぜひ、この子どもたちが主体となる、防災訓練の実験にご参加ください！！

10 月 11日

10月 12日
6時半～　起床・避難所運営、7時半～　朝食

　　子どもの各グループが大人の参加者に災害対応の現状と復興に向けてを説明。
　　子どもと大人で一緒に議論
11時半～　各グループ発表
12時半～　昼食
13時～　　振り返り、片付け　　14時　解散

１０時～　オリエンテーション　手作り地震計製作講座
１３時～　防災キャンプ作戦会議
１５時～　避難所受入・運営訓練ワークショップ
１７時～　避難所運営ワークショップ（ランプづくり・夕食・宿泊準備ゲームなど）
２０時～　復興まちづくりワークショップ１（避難所で、地域の復興まちづくりを考える）
　　　　　　

参加費用 ２日間通し 2000 円（食費実費 1食 500 円、宿泊毛布レンタル代含む）

主催：「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」（文部科学省平成 25年度採択）
「地域で防災活動を担う青少年育成及び、彼らの視点を生かした参加型防災プログラムの構築」
（代表：石川永子准教授）

スケジュール

仮想避難者となり、
こども運営キャンプに

参加する大人も
募集します

参加条件 横浜市在住在勤の方。おこさまは小学 5年生までは保護者同伴。
　　　　　 この事業に関心の高い大人の見学も歓迎します。

８時半～１１時半　復興まちづくりワークショップ２・３

※時間帯、内容は、若干変更
　になる可能性があります


